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オキゴンドウＰＳ肌ao7cacmssic/ｍｓの小腸に寄生していた

鉤頭虫BoZboso川capitat川の形態と宿主の腸病変

菊池滋、中島将行2）

(掲載決定：平成５年８月25日）

要約

1990年２月，和歌山県勝浦湾で捕獲されたのち死亡したオキゴンドウ２頭の小腸前部から436隻

および562隻の鉤頭虫が採取された。今回の鉤頭虫は虫体の大きさ，球状部の横断構造，精巣の位

置と大きさ，虫卵の大きさなどの形態学的特徴によりBoZ6osomacqpitatumと同定した。鯨類

と鰭脚類から記載された既知12種を比較したところ，今回の虫体はＢ、au7α"tiacum，B

6o67oui，BpeZZucidmm，Ｂ、tu76meZZa，Ｂ、uasaLZosumよりも体長が大きく，一方Ｂ

６ａＺａｅ"α２，Ｂｐｏｍｇｅ"ｓよりも体長が小さく，区別できた。また本種はＢ、ｐ/zysete7isとは球

状部に鉤のない環状部が存在しないことで区別でき，Ｂ、/zomiZto"ｉとは吻長が小さく，また吻鉤

数の多いことでＢ・〃ippo"icILmとは球状部が小さいこと頚部が幅広いことで区別できた。本種

の寄生による宿主の死亡原因は腸管の狭窄，出血I性腸炎と漿膜炎の発生，さらに高度の貧血による

ものである。

Ｋｅｙｗｏｒｄｓ：Ａｃａｎｔｈｏｃｅｐｈａｌａ，ＢｏＺ６ｏｓｏｍａｃｑｐｉｔａｔｕｍ，falsekillerwhale，ｍｏｒｐｈｏｌｏｇｙ，

ｐａｔｈｏｌｏｇｙ

生理食塩水で洗浄した後，2.5％のグルタールアルデヒ

ド液で30分間固定し，リン酸緩衝液でさらに洗浄した後，

エタノール系列で脱水し，臨界点乾燥法により乾燥し，

カーボンと金を蒸着した。また虫体および組織切片は１０

％フォルマリン液で固定した後，常法によりパラフィン

包埋し，薄切後へマトキンリン，エオジン染色，マツソ

ンおよびアザン染色を行ない鏡検した。

成績

虫体の形態

雄虫：検査虫体数は20隻。虫体は長さ46～53mｍ（49）

幅２０～2.5mｍ（2.3)，円筒形を呈し，短かい球状の前体

部と長い円筒状の後体部とに区別される。前体部は前端

が突出し，球状を呈する。頭球部の長さは４～６ｍｍ

(5.0)，幅3.0～3.5mｍ（3.3)。その前半部は長，短の鋭い

鉤で覆われ，長鉤は0.3～0.4mｍ（3.5)，短鉤は0.1～0.2

mｍ（1.5）である。球状部内には吻，吻鞘，垂根および

神経節が存在する。頚部の幅は0.3～0.6mｍ（ｑ５)，吻は

長さ0.5～0.75mｍ（0.6)，幅0.4～0.5mｍ（0.5）で先端は

鈍円，中央部のやや後方でいくぶん拡大している。吻の

表面には鋭い鉤が縦に16～20列（18)，横に12～18列

(15）並ぶ。吻鉤のうち先端部の１～３列のものは長さ７６

～831uｍ（79)，中央鉤の4～8列のものは最も太く，長

緒＝

鯨類および鰭脚類に寄生するBoZ6osoma属鉤頭

虫は日本以外では11種類が報告されている（Baylis，

1968；Delyamure，1968；Porta，1906,1908,1909)。

わが国ではYamaguti（1935)，Machida（1974）ら

により寄生例が報告されているのみである。1990年２

月，和歌山県勝浦湾で捕獲されたオキゴンドウ

(PseILdo7cac7asside7zs）のうち蕊死した２頭の小腸

上部３～４ｍの部位から，それぞれ436隻，562隻の鉤頭

虫が採取された。これら虫体の形態を精細に観察し，既

知種と比較検討し，採取虫体を同定した。

材料および方法

虫体は10％フォルマリン液で固定し，解剖顕微鏡下で

前体部より球状部までを切皮した後球状部を切開し，内

部器官（垂根，吻，吻鞘，神経節）を摘出し，ついで後

体部を末端まで切開し，生殖器官を摘出した。摘出した

器官は洗浄後，ラクトフェノール液で透徹し，標本を作

製し計測した。走査電子顕微鏡標本は採取直後の虫体を
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さ85～l0qum（93）である。基部に近い３～４列のもの

は45～50〃、（48）で，その基部には後方に向かう根が

ある。吻鞘は細長く袋状で，大きさ1.0～１８mｍ（1.4)，

幅0.3～0.5mｍ（0.4）で，厚さ0.06～0.08mｍ（0.07）の二

層の壁からなる（Figs、１，５，６)。垂梶は１対の指状の

嚢で，大きさ3.2～4.5mｍ（３８)，幅0.3～０８mｍ（0.6)，頚

部の後方から始まり，吻鞘よりやや後部まで達している。

垂根は表面が薄い膜に被われ，内部には大小多数の核お

よび破片状の核が存在し，また先端から末端に達する1

本の空隙が見られる（Figs、１，５，７)。神経節は吻鞘部

にあり，卵円形で大きさ0.1～0.5mｍ（0.3)，吻の前方と

後方に神経枝を派出している（Fig.８)，後体部の内臓

器官は擬体腔内にあるが，消化管はない。生殖器官はす

べて靭帯嚢内に包まれている。靱帯嚢は吻の後端付近よ

り始まり生殖器官に達する結合組織性の中空の管である。

2個の卵円形の精巣は長さ1.5～2.5mｍ（2.0)，虫体の中

央1/３の前半にあり，離れて互いに前後に位置する。前

精巣の大きさは長さ２０～3.0mｍ（2.5)，幅1.0～1.3mｍ

'８
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Figs・ｌ－３Ｂｏﾉｂｏｓｏｍａｃａｐｊｒａｍｍｌ・Male,２.posteriorendof

female,３.Egg．

ｂc:bursalcap,ｃｇ:cementgland,gganglion,ｇｐ:genital

pore,lem:lemniscus,N:neck,pc:pseudocoeLpr:
proboscis,ｐｓ:proboscissheath,ｒｒ:retractormuscleof

proboscis,sp:Siifftigen，spouch,sph:sphincter,t:testis，

ｕ：uterus,ｖｆ:vaginalfUnnel,ｖｂ:vaginalbulb,ｖｄ:vas
deferens,ｖｓ:seminalvesicle

Headbulbanditshooks.×1００Ｆｉｇ．４
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Fig.５Transversesectionofthebulb

cu:cuticula,ｅｐ:epidermis,ｈ:hook,lem:lemniBcus,ｍｃ:circularmuscle,ｍｌ:longitudinalmuscle，

ste：extemalstratumofmuscle，ret：retractormuscleoflemniscus，rep：retractormuscleof

proboscis,sti:intemalstratumofmuscle

雌虫：検査虫体数は20隻，虫体は長さ５５～103ｍｍ

(79)，幅2.2～3.5mｍ（2.9)。吻は円筒形を呈し，長さ０５

～0.8mｍ（0.7)，幅0.4～0.6mｍ（0.5)。吻鉤は縦に18～２０

列（19)，横に15～18列（17）並ぶ。吻鉤は前方ｌ～３列

のものは長さ75～85,(zｍ（80)，中央の４～８列のものは

82～l1qum（96)，基部に近い３～４列のものは43～５２

ｌｕｍ（48）であり，その基部には後方に向かう根がある。

吻鞘は長さ1.5～2.0mｍ（1.0)，幅0.5～0.7mｍ（０６）であ

る。子宮鐘，子宮および膣を含む生殖器官の全長は６～７

mｍ（6.5）である。卵巣は径0.6～0.8ｍ（0.7）で発生が

進むと数個の卵巣球となり，体腔内遊離する。卵巣球は

径0.09～0.14mｍ（0.12)，各卵巣球は十数個の卵細胞から

なる（Ｆｉｇ．１１)。子宮の前端は漏斗状に広がり，子宮鐘

により幼虫形成卵だけが子宮に送られ，膣を通って産出

(1.2)。後精巣は長さ2.8～3.5mｍ（3.1)，幅1.2～1.3ｍｍ

(1.3）（Fig.９)。輸精管は長さ29～31mｍ（30)，幅0.3～

0.4mｍ（0.4)，各精巣より出て後方へ走り，さらに

Sdfftigen嚢後端の腹面において貯精嚢を形成する。貯

精嚢は長さ0.4～0.5mｍ（0.45)，幅0.15～0.2mｍ（0.17）

である。２対のセメント腺は後部精巣の後方より始まり，

管状で長く，長さ25～26mｍ（25)，幅0.2～0.3mｍ（0.3)。

SAfftigen嚢は長さ0.3～0.5mｍ（0.4)，幅0.1～0.2ｍｍ

(0.2)，前部が拡張し，細い輪状に走る筋線維からなり，

厚さ50～80,uｍ（65）である。輸精管は体の後端にある

嚢内の陰茎につづく。陰茎は長さ0.2～0.4mｍ（0.3)，生

殖孔は体の末端の腹面にあり，左右にふくらみがあるの

が特徴で，この膨隆部の存在は雌・雄を鑑別するのに有

用である（Ｆｉｇ．１０)。
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Fig.６Proboscisinthesheath×5０

Fig.７Cellwithnucleiinlemniscus.×1５０
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Fig.８Nervousganglionx700
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Fig.９Testes．
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FiglOGenitalporeofmale・ｘｌＯＯ
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FigllOvarialballinpseudocoele.×200
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Figl2Genitalporeoffemale.×1００
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Ｆｉｇ．’３Acanthocephalanshookedonthemucousmembraneofsmallintestine｡×2０
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Figl4PerfOrationofintestinalmucousmembranebytheparasite.×5０

lllliii1lilllllllllll1iij！

Fig.’５Destructionandhemorrhagebythehookofparasite.×7５
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Ｆｉｇ．１６Cellinfil[ra[ioninmucoustissue.×300

される。子宮につづく膣漏斗は壁が厚く筋肉質で，幅

0.28mmに達する｡｡膣括約筋は内外２層からなり，外側の

部分は円筒形で中央部が縊れ，径0.13～0.2mｍ（0.17)，

内側の部分は球状である。膣球の大きさは長さ0.12～

0.3mｍ（0.21)，幅0.09～0.12mｍ（0.1)，陰門は体の末端

に開く（Figs、２，１２)。成熟虫卵は紡錘形を呈し，三重

の殻に包まれ，さらに内方に胚子が存在する。外殻は長

さ0.13～0.20mｍ（0.17)，幅0.03～0.04mｍ（0.04)，中央殻

は長さ0.10～014mｍ（0.12)，幅0.02～0.03mｍ（0.03）で

両極が著しく突出する。内部殻は長さ００６～0.07ｍｍ

(0.07)，幅0.015～0.020mｍ（0.02)。胚子は長さ45～6ｑｕ

ｍ（53)，幅20～2Ｍｍ（23）（Ｆｉｇ．３)。

宿主小腸の病理学的変化

２頭のオキゴンドウの寄生虫体数は１頭には436隻，

他の1頭には562隻であり，多くは腸粘膜組織に鉤着し

ていたが，腸腔内に遊離していたものもかなり見られた。

また大腸の一部にも遊離した数隻がみられた。虫体は鋭

い多数の鉤を持つ吻の伸縮により，粘膜層より次第に粘

膜下組織へと侵入し頭球部を埋没させ，後体部は腔内に

残していた。穿入部周囲の腸壁は球根状に膨らみ，不規

則に肥厚し，腸腔の狭窄をきたしていた。虫体は腸粘膜

に創孔をつくるため，絶えず著しい出血を来たし，腔内

は多量の血様惨出物に充されていた。虫体が長期間穿入

していた病巣，あるいはすでに虫体が穿人部より離脱し

た後の病巣等には潰瘍，壊死が見られた。さらに虫体が

漿膜下に達し，漿膜炎を発症しているものもあった。腸

組織内に穿入した虫体は肉芽組織により囲まれ出血と浮

腫がみられ，特に鉤へ接する部位には顕著であった。

(Figs、５，１５，１６)。浸潤細胞は組織球が多く，リンパ

球を混じ好中球および好酸球等が見られた。またマツソ

ン染色により著しい膠原細胞の増殖がみとめられた

(Ｆｉｇ．１６)。

考察

海獣類に寄生するBoZ6osoma属鉤頭虫には次の１２

種類が報告されている（Baylis，１９６８：Delyamure，

1968：Porta，1906,1908,1909)。既知種とその宿主は

つぎのようである。（）内は宿主名。Ｂ・tur6meZZq

(Dies.，1851）（イワシクジラ，セミクジラ，ナガスク

ジラ，ザトウクジラ)，Ｂ６ａＺａｅ７ｚａｅ（Gmelin，1790）

(イワシクジラ，セミクジラ，ナガスクジラ，ザトウク

ジラ），B6o67ouZKrotovet＆Delyamure，1952

(オットセイ，トド)，Ｂ、cqpitatum（Linstow，1880）

（オキゴンドウ，マッコウクジラ），Ｂ・hamiZto"i

Baylis，１９２９（ナガスクジラ），Ｂ、ｐ/zysete7is

Guvanova，1952（マッコウクジラ)，BuascuZosum

Rud61phi，１８１９（オオギハクジラ），Ｂ・peZZucidum

(Leuckart，１８２８（マイルカ），Ｂ、ａｕｒａ"tzacum

(Risso，1826）（マイルカ，オオギハクジラ），B

pomge7zs（Rudolphi，1819）（イワシクジラ，ザトウ

クジラ），Ｂ・〃ipponicumyamaguti，1939（コイワ
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クジラ)。

BoZ6osoma属各種は体長，幅，頭球の形態，大きさ，

吻長吻鉤の配列と数，垂梶と精巣の位置と大きさおよび

虫卵の形態と大きさによって同定される。これらの点に

ついて今回オキゴンドウより採取した虫体を既知種と比

較したところ，つぎのような点で差異が見られた。

Ｂ・bo6rouiは体長８ｍｍ，Ｂ・uascLLZosum，Ｂ

ａｕｒα"tiacum，BpeZZLLcidlLmの３種は体長12～15mm，

Ｂ・tu76iMZaは体長c7124mm，￥26mm，Ｂ・b7euico比

は体長26～28mmであり，いずれも体長の点で明らかに小

さい。一方Ｂ、ｂａＺａｅ７Ｌａｅは体長190～205ｍｍ，B

po77ige"ｓは体長80～160mmで著しく大形である。Ｂ、

physete7isは体長，吻長，吻鉤数などで最も似ている

が，頭球が中央付近の鉤を欠いた幅広い輪状部により上

下に分れている点で容易に区別される。β／LamiJto"ｉ

は体長’60mmキ64mmでやや短かいが吻長が0.9～0.6mmで

長く，吻鉤列が24列で明らかに多い。Ｂ・〃jpponicILm

は体長c7145mm，\60mmとやや短かいが，頭球は３０～8.5

×2.0～4.0mmで，体長に比して著しく大きく，頚部は0.5

～0.6×0.62～0.8mmで広く，明らかに区別される。Ｂ、

cqPjtatumは体長，体幅，頭球の大きさ，位置等の点で
本虫と一致していたのでBoZ6osonTacapitatum

(Linstow）Portal908と同定した。

オキゴンドウ轄死の原因は多数の虫体が，腸粘膜組織

へ穿入し，腸壁の肥厚および壊死を起し，腸管の狭窄を

誘発し，また虫体の穿入による粘膜損傷のために著しい

出血を来たした結果，消化障害，高度の貧血により，衰

弱死を招いたものと判断された。
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lAbstract1
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BOLBOSOMACAPJTA7UM(ACANTHOCEPHALA)FROMFALSEKILLERWHALES，

ＰＳＥＵＤＯＲＣＡＣＲＡＳＳＩＤＨＶＳ,ＡＮＤＩＴＳＰＡＴＨＯＧＥＮＩＣＩＴＹ

ＳＨＩＧＥＲｕＫＩＫＵＣＨＩｌ)ＡＮＤＭＡｓＡＹｕＫＩＮＡＫＡＪＩＭＡ２）
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Fourhundredandthirtysixand562acanthocephalanswerecollectedfiomtwofalsekillerwhalesattheanterior

partofsmallintestine，whichdiedaftercaptureinKatsuuraBayofWakayamaPrefectureinFebruaryl990．The

acanthocephalanswereidentifｉｅｄａｓＢｏﾉｂｏｓｏｍａｃａｐｊｒａｍｍｂａｓｅｄｏｎｔｈemorphologicalfeaturessuchasthesizeof

worm,transversestructureofbulb,arrangementofproboscishooks,positionandsizeoftestis,ａｎｄｓｉｚｅｏｆｅｇｇ・The

parasitesweremorphologicallycomparedwithl2describedspecieｓｏｆｔｈｅｇｅｎｕｓＢｏ/bosomafromwhalesand

pinnipeds､ThepresentspeciescanbediscriminatedfromB.α”α"ｔｊａｃ""2,Ｂ・ｂｏｂ７ｏＷ,Ｂ､ｐｅ〃ｃｊｄｊ""z,Ｂ､/”ｂｊ'２２ﾉﾉαａｎｄ
夕

Ｂ,ｐｏ〃Jge"sbytheshorterbodylength､ThepresentspeciesdiffersfTomB.ｐ/zyse/erjsintheabsenceofthecirculararea

withouthooksonthebulb,fiDmB./、'Ｍ/o"jintheshorterproboscisandgreaternumberofhooksontheprOboscis,and

fromB.〃仰o"jc"、inthesmallerbulbandthickerneck・Theinfectionwiththepresentspeciesofacanthocephalan

resultedinthedeathofthehostwhalesbyconstrictionoftheintestine，developmentofhemonhagicenteritisand
g

serositis,andsevereanemia．




